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要旨：誰もが求められる情報活用能力の基本事項としてタイピング能力を考えることができる。

2020年の新型コロナウイルスのパンデミック以降、本学学生のタイピング能力の変化について調

べたところ低下していることが分かった。本稿ではこの結果について分析と考察を行った。

キーワード：タイピング、コンピュータリテラシー、情報活用能力

１．はじめに

　情報化社会といわれる現在、さまざまな場面でコンピュータ活用能力が求められている。その

中でも事務処理能力として文章作成、表計算、プレゼンテーション資料作成などが、本学をはじ

めとする大学生、特に文系学生には必須であると思われる。そのため、多くの大学においてはコ

ンピュータリテラシー教育としてこれら能力の向上に取り組んでいる。本学においても「コン

ピュータ・リテラシーＡＢ」という名称でキャリア基礎選択科目の位置づけで選択必修科目と

なっている。このような理由もあり、また、学生がコンピュータ活用能力の向上を希望している

こともあって、全体の９割以上の学生が履修している。

　私自身、この科目を長年担当しており、学生のコンピュータ活用能力を向上させることを目的

としている。その中で、コンピュータ活用能力のひとつであるタイピング能力に関して気になる

ことが生じたので、以下のように考察した。
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碍コンピュータ活用能力として、文章作成や表計算などのアプリケーションの活用能力を評価対

象と考えることができる

碍アプリケーションの活用能力として、早く且つ正確に資料などの作成ができるかがポイントと

なる

碍そのためには、タイピング能力が必要となる

碍「コンピュータ・リテラシーＡＢ」をとおして、アプリケーションの活用能力の向上が認めら

れる

碍それと同時に、タイピング能力の向上も認められる

碍しかしながら、授業開始時のタイピング能力に関しては、以前と比較すると低下している

碍特に、コロナ禍において、年々低下しているように感じる

　ここで、アプリケーションの活用能力の向上に関しては、授業の開始時と終了時に行っている

アセスメントの結果１より確認することができる。また、タイピング能力の向上に関しては、さ

まざまな調査結果２により明らかである。さらに、授業開始時のタイピング能力の低下に関して

は、スマホの普及と反比例する形となっていることが報告３されている。

　新型コロナウイルスのパンデミックにより2020年に緊急事態宣言が発令され、授業回数を減ら

したり、演習や実習授業でもオンライン授業にしなければならなかったりする状況下で、実際に

タイピングする機会が減りタイピング能力を向上させることが難しいのではないかと考え、以前

行っていたタイピングに関する調査を再開することとした。2020年度は調査することができな

かった４が、2021年度から2023年度にかけて３年間にわたり調査した結果、やはりタイピング能

力が低下しているように感じたため、詳細に分析することとした。

２．タイピング能力に関する調査

　本学の「コンピュータ・リテラシーＡＢ」５はコンピュータ活用能力向上のための授業であるの

でパソコン教室において演習形態で授業を実施している。前でも述べたが、このコンピュータ活

用能力向上のためにはタイピング能力の向上も必要である。半期15回、年間30回の演習形態の授

業においてタイピングの反復練習を行うことにより、個人による差はあるにしても一人一人のタ

イピング能力は向上している。今回の調査目的は授業開始時点での学生のタイピング能力が低下
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しているかどうかであるため、初回授業においてのみ調査を行っている。

２．１　調査内容

　今回のタイピング能力調査は、ベネッセグループの進路・進学・就職支援サービス「マナビ

ジョン」の無料タイピング教材６の日本語入力を用いている。以下は、タイピング練習の一連の

流れである。

 

図１　タイピング練習　日本語入力　スタートページ

図２　タイピング練習　日本語入力　設定ページ
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　図２の設定ページより、タイピング練習の内容は以下のとおりである。また、図３の練習ペー

ジから見て取れるように、練習画面ではキーボードと指のイラストが表示され、入力するキーと

使用する指が示されるので、本格的に指使いの練習を行うこともできる。

碍入力方式：ローマ字入力

碍制限時間：５分

２．２　調査結果

　タイピング練習が終了すると、練習結果として図４のように成績表が表示される。この成績表

の内容については、以下のとおりである。

碍得点：「入力文字数÷750文字×100」により計算される（ただし、100点が上限）

碍入力文字数：正しく入力された（日本語の）文字数

碍正タイプ数：正しくタイピングした（アルファベットの）文字数

碍誤タイプ数：誤ってタイピングした（アルファベットの）文字数

碍正タイプ率：「正タイプ数÷（正タイプ数＋誤タイプ数）」により計算される

碍誤タイプ数：「誤タイプ数÷（正タイプ数＋誤タイプ数）」により計算される

図３　タイピング練習　日本語入力　練習ページ
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　このタイピング練習を以下の日程および人数で行い結果データを取得した。

碍実施時期：「コンピュータ・リテラシーA」の初回授業開始時

　煙2021年度：４月12日および14日

　煙2022年度：４月11日

　煙2023年度：４月10日

碍実施対象：筆者の担当しているクラスの履修希望者

　煙2021年度：98名

　煙2022年度：89名

　煙2023年度：58名

３．タイピング能力の分析

　入手した３年分のタイピング練習の結果の分析は、統計解析用言語R７と開発環境RStudio８を

用いて行った。

３．１　基本統計量

　各項目の平均、標準偏差、中央値、最小値、最大値は以下のとおりとなった。ここで、「総タ

図４　タイピング練習　成績表
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イプ数＝正タイプ数＋誤タイプ数」として新たに分析対象に追加している。また、「得点」につ

いては、「入力文字数」により算出されるデータであるため、分析対象から削除している。

　これらの結果に追加してヒストグラムも作成した。

 

表１　基本統計量
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　これらの結果から、「正タイプ数」の結果が年度間において違いを認めることができるようで

ある。その結果と同様に、「総タイプ数」「入力文字数」でも違いを認めることができる。また、

「誤タイプ数」の結果は年度間において違いを認めることができなかった。

 

図５　ヒストグラム
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３．２　分散分析

　基本統計量およびヒストグラムより「正タイプ数」において年度間の違いを認めることができ

たが、ここでは具体的に一元配置の分散分析を用いることにより、各年度の分布に違いを認める

ことができるかどうかを分析する。以下に、分散分析表とTukeyの多重比較の結果を示す。

 

表２　分散分析表と多重比較
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　分散分析によれば、「正タイプ数」「入力文字数」において有意水準５%で年度間に差を認め

ることができる。「総タイプ数」についてはギリギリで判断に迷うところである。「誤タイプ

数」「正タイプ率」「誤タイプ率」においては差を認めることはできなかった。また、多重比較の

結果からは、21年度と22年度、21年度と23年度で差を認めることができた。
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４．考察

　これらの分析結果から、正タイプ数が年度ごとに低下しているにもかかわらず、誤タイプ数は

ほとんど変化ないことに着目すると、タイピング速度は多少遅くなっていて、それ以上に正確に

タイピングする能力の低下が目立っているといえる。

　また、各年度の学生と新型コロナウイルスとのかかわりを高校時代に限ってみると、以下のと

おりとなる。

　これらをまとめると、タイピング能力が21年度生より22年度生と23年度生の方が悪い結果が出

ているのは、各種能力が向上すると思われる高校時代の３年間において、新型コロナウイルスの

影響によりタイピングをはじめとする実技系のトレーニングを積み重ねることができなかったか

らであると考える。特に、23年度生は高校時代の３年間のほとんどが影響を受けているため、タ

イピング能力が向上することなく全体的に低くなっていると考える。

　23年度になり、本学の授業形態もほぼコロナ前に戻っている。もちろん、筆者の担当している

「コンピュータ・リテラシーＡＢ」についても同様である。そのため、今後も調査を継続して次

年度以降の学生のタイピング能力が以前の水準に戻っていくことを確認したい。また、23年度生

が１年間の授業において、どの程度タイピング能力が向上するかも確認したい。

注

１．授業開始時の第１回目と終了時の第15回目において実施しているアセスメントアンケートによれ
ば、ほとんどの項目において能力の向上を実感できると回答している。具体的に示すと、2022年
度にできると回答した割合が80%を超えている項目について、Windowsの操作について開始時に
全12項目中６項目が終了時には10項目に、Wordの操作について全24項目中１項目が20項目に、
PowerPointの操作について全14項目中１項目が13項目に、Excelの操作について全50項目中５項

表３　学生と新型コロナウイルス
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目が37項目に向上している。

２．大学のコンピュータリテラシー教育によるタイピング能力の向上については、小堺（2018）、三
好（2019）、三好（2020）により報告されている。また、高校におけるタイピング能力の習得に
ついては、森（2019）、小林（2022）により報告されている。

３．スマホなどの情報ツールによるタイピング能力の低下については、小堺（2017）により報告され
ている。

４．授業開始が６月でありほとんどがオンライン授業となり対面での調査ができなかった。オンライ
ンでの調査も検討したが、当時はPCの所持率が良くなく十分な結果を得ることができないと考え
断念した。

５．「コンピュータ・リテラシーA」は春学期科目であり、Windowsの操作、Wordの操作、
PowerPointの操作の向上を目指している。「コンピュータ・リテラシーB」は秋学期科目であり、
Excelの操作の向上を目指している。

６．ベネッセ マナビジョン『無料タイピング教材』 
https://manabi.benesse.ne.jp/gakushu/typing/,2023/7/1.

７．The R Project for Statistical Computing『Getting Started』 
https://www.r-project.org/,2023/7/1.

８．Grow your data science skills at posit『RSTUDIO IDE』 
https://posit.co/products/open-source/rstudio/,2023/7/1.
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